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1. はじめに 

 目的 

PPS共通コンポーネントは、PSLXプラットフォーム対応のソフトウェア構築において、

異なるアプリケーションプログラムおよびソフトウェア環境で相互接続性を保証するため

の共通の実装環境です。PPS 共通コンポーネントは、OASIS PPS 技術委員会が定めた国際

標準に沿って実装されています。またメッセージ通信に関する詳細な知識および XML に関

する詳細な知識を必要とせずに容易に PSLX プラットフォーム対応のシステム構築が可能

となるように設計されています。 

本マニュアルは、実装マニュアル第 1 部「PPS ドキュメントサービス（レベル１実装）」

です。この実装マニュアルの第 1 部と第 2 部では、PSLX プラットフォーム対応ソフトウ

ェア間で交換する PPS メッセージの生成または解釈するためのプログラム開発に関する方

法やルールを解説しています。ここで解説する内容は、XML に関する基本的な概念さえ知

っていれば、XML を扱うための具体的なプログラミング方法を知らなくてもプログラム開

発ができるようになっています。 

第 1 部では、OASIS PPS 規約で定めたレベル１の実装を行うための内容を抜粋して解説

されています。第 2 部では、レベル２の実装として、OASIS PPS 規約のすべての機能を前

提としたプログラミングの内容を解説しています。 

 

 

 対象とする読者  

（１）資格  

本マニュアルは、PSLX プラットフォーム計画プロジェクトに参加している企業の従業員に

対して、PSLX プラットフォーム対応ソフトウェアを開発するために公開している文章です。

PSLX プラットフォーム計画プロジェクトのメンバー以外であっても、本マニュアルを閲

覧することは可能ですが、NPO 法人ものづくり APS 推進機構の許可なく複製や再配布を

行うことは禁止されています。 

（２）必要とする知識・技術 

ソフトウェア開発の一般知識を有する人を対象にした文章です。特に、下記の項目につい

ての知識が必要です。 
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 Java 言語によるプログラム開発 

 XML の取り扱いに関する基本的な知識 

 オブジェクト指向モデリングの概要 

 

 

 動作環境 

本マニュアルに含まれる内容は、次の環境で利用することを前提としています。 

 

区分 内容 

オペレーティングシステム Windows XP Service Pack 3 以降 

Windows 2003 Server 以降 

コンポーネント JRE 5.0 以降および JDK5.0 以降 

Java Web Services Developer Pack 2.0 

Web ブラウザ Microsoft Internet Explorer 6,7 および 8 

Mozilla Firefox 3.0 

開発ツール Eclipse 3.2 などの Java 開発環境 
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2. XML メッセージの作成方法 

 XML メッセージ作成準備 

PPS ドキュメントサービス(以下、本コンポーネント)の API が含まれるパッケージは、

org.plsx.Documents.jar によって提供されています。Java で実装された業務アプリケーシ

ョンで本コンポーネントを使用する場合には、クラスパスに org.plsx.Documents.jar を追

加する必要があります。 

Java の開発環境として Eclipse を使用する場合は、プロジェクト項目を選択し、コンテ

キストメニューから「ビルド・パス」の「ビルド・パスの構成」を選び、「Java のビルド・

パス」画面を表示します。「ライブラリー」タブから「外部 JAR の追加」で、本コンポー

ネントのパッケージを選択し、ビルドパスに追加します。また使用するメッセージキュー

サーバに応じて、別途パッケージをビルドパスに追加する必要があります。 

また、本コンポーネントでは、いくつかの依存パッケージを使用しています。本ライブ

ラリが利用する依存パッケージは、次に示したとおりです。本ライブラリを Java アプリケ

ーションで使用する場合は、これらの依存パッケージにもクラスパスを追加する必要があ

ります。これらの依存パッケージは、すべて Java Web Services Developer Pack 2.0 に含

まれており、Sun のウェブサイトより無償で入手することが可能です。 

 

Java Web Services Developer Pack 2.0 (jwsdp 2.0) 

http://java.sun.com/webservices/downloads/previous/webservicespack.jsp 

 

パッケージ名 jwsdp2.0 におけるインストール場所 

jaxp-api.jar /jwsdp-2.0/jaxp/lib/endorsed/ 

sjsxp.jar /jwsdp-2.0/sjsxp/lib/ 

jsr173_api.jar /jwsdp-2.0/sjsxp/lib/ 

Java プログラム内で本コンポーネントのクラスを利用する場合は、import 文でプログラ

ムの先頭で本コンポーネントのパッケージ(org.plsx.Docuemnts)をインポートします。 

 

 

    import org.pslx.Docuemnts.*; 

 

PPS メ ッ セ ー ジ の 作 成 お よ び 解 釈 の た め に は ド キ ュ メ ン ト マ ネ ー ジ ャ
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（DocumentManager）クラスのインスタンスを生成します。ドキュメントマネージャのイ

ンスタンスを生成後、必ず initialize メソッドを実行して、XML の生成に必要なデータを

読み込む必要があります。 

 

 

    // ドキュメントマネージャを生成します 

    DocumentManager manager; 

    manager = new DocumentManager(); 

    manager.initialize(); 

    manager.setApplicationName("PSLX001"); 

 

ドキュメントマネージャは、内部で次の XML スキーマおよびプロファイルを利用してい

ます。これらの位置は、initialize メソッドの引数を指定しない場合は、設定ファイルの設

定が使用されます。スキーマやプロファイルの位置を変更する場合は、設定ファイル

“org.pslx.PpsDocuments.properties”で XML スキーマおよびプロファイルの位置を指定

してください。 

 

org.pslx.PpsDocuments.properties 

 

schema.path = schema/pps-schema-1.0.xsd 

profile.path = schema/profile-pslx.xml 

 

message.applicationName = Undefined 

message.senderName = PSLX002 

message.message-id-format = M%04d 

message.transaction-id-format = PPS%06d 

message.document-id-format = D%06d 

 

 

 業務メッセージ、業務ドキュメントおよび業務トランザクション ID 

業務メッセージ、業務ドキュメントおよび業務トランザクションには、アプリケーショ

ンについてユニークな ID が、コンポーネントによって自動設定されます。ただし、ソフト

ウェア開発者は、ID カウンタおよび ID フォーマットを指定することで、自動設定の方法

を変更することができます。 

 

プロパティ種類 ID カウンタ ID フォーマット 

業務メッセージ getMessageCounter 

setMessageCounter 

getMessageIdFormat 

setMessageIdFormat 
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業務トランザクション getTransactionIdCounter 

setTransactionIdCounter 

getTransactionIdFormat 

setTransactionIdFormat 

業務ドキュメント getDocumentIdCounter 

setDocumentIdCounter 

getDocumentIdFormat 

setDocumentIdFormat 

 

例えば、次のように業務ドキュメントの ID カウンタと ID フォーマットを設定すると、

結果として業務ドキュメントの ID には“PPS001234”という値が設定され、以後、業務ト

ランザクションを生成する都度、数値の 6 桁の部分が 1 ずつカウントされます。ここで、

ID フォーマットに指定する文字列は、Java 標準の java.util.Formatter クラスの書式文字

列の構文に従って指定してください。 

 

 

    manager.setTransactionIdCounter(1234); 

    manager.setTransactionIdFormat("PPS%04d"); 

 

なお、業務トランザクション用 ID カウンタ、および業務ドキュメント用 ID カウンタは、

アプリケーションが終了後、その値が設定ファイルに保存されます。次回に起動したとき

に、その値を再度ファイルから読み込みます。したがって、ID カウンタの値を、この設定

ファイルを書き換えることで行うことも可能です。 

 

 ドキュメントマネージャの終了 

ドキュメントマネージャは、最終的に処理を終了するために、次のように Close メソッ

ドによって処理を終了させなければなりません。これによって、ドキュメントマネージャ

は必要な情報をファイル等に設定保存します。 

 

 

    manager.close(); 

 

 

 XML メッセージ生成の基本形 

本コンポーネントを使用した XML メッセージを生成するプログラム例として、次のよう

なプログラムを示します。 
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level1/Notify11.java 

 

 TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

 Transaction tran = message.createTransaction(); 

 Document document = tran.createDocument("Product"); 

 

 DomainObject obj = document.createDomainObject(); 

 obj.set("product-id", "P001"); 

 obj.set("product-name", "製品ABC"); 

 

本コンポーネントを使用して XML メッセージを生成するには、次の手順で行います。 

(1) 業務トランザクションの生成 

(2) 業務ドキュメントの生成 

(3) 業務オブジェクトの生成 

(4) 業務プロパティの設定 

業務ドキュメントを生成には、createDocument メソッドを使います。そのとき引数とし

て、業務ドキュメント名を指定します。上に示した例では“Product”という業務ドキュメ

ント名が指定されています。指定可能な業務ドキュメント名は、あらかじめプロファイル

で定義されていますので、プロファイル定義書を参照してください。また同一のメッセー

ジに複数の業務ドキュメントを生成することができます。 

業務オブジェクトの生成には、createDomainObject メソッドを使います。そのとき引数

として業務オブジェクト名を指定する必要はありません。これは、業務ドキュメントの種

類によって、業務オブジェクトが一意に決定されるからです。業務ドキュメントと業務オ

ブジェクトの対応関係は、プロファイル定義書を参照してください。また同一の業務ドキ

ュメントに複数の業務オブジェクトを生成することができます。 

業務プロパティの設定は、生成した業務オブジェクトにある set メソッドを用いて、引数

として業務プロパティ名および設定値を指定します。指定可能な業務プロパティ名は、業

務オブジェクトごとによって異なります。また、それぞれの業務プロパティは、数値型、

文字型、日時型のいずれかがあらかじめ定義されています。プロファイル定義書の該当す

る業務オブジェクトの内容を参照してください。 

 

上に示したプログラムを実行すると TransactionMessage のインスタンス(message)の

内部にメッセージの内容が生成されます。これを XML 文字列に変換するには、次のように
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getXmlString メソッドを使います。 

 

 

    string xml = message.getXmlString(); 

 

また、生成されたメッセージを XML ファイルや出力用ストリーム、テキストライタに出

力する場合は、write メソッドを使います。次のプログラムは、メッセージを指定したファ

イル名のテキストファイルに出力するプログラム例です。 

 

 

 

    message.write("output.xml"); 

 

この結果、xml 変数および、出力ファイル“output.xml”には、次のような XML メッセ

ージが生成されます。XML メッセージを見ると、<Transaction>要素が業務トランザクシ

ョンに、<Document>要素が業務ドキュメントに、<Item>要素が業務オブジェクトに、対

応していることが分かります。また、業務プロパティである“product-id”、“product-name”

のそれぞれの値は、業務オブジェクト内の独自の位置に書かれています。それぞれの業務

プロパティが、XML 要素内のどの位置に記述されるかは、プロファイル定義の中で規定さ

れています。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="82" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001234"> 

        <Document name="Product" id="184" action="Notify"> 

            <Item id="P001"> 

                <Spec type="pps:name"> 

                    <Char value="製品ABC" /> 

                </Spec> 

            </Item> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

 

 

 XML メッセージ解釈の基本形 

すでに存在する XML メッセージを解釈するためには、ドキュメントマネージャの read
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メソッドまたは parse メソッドを使います。これらのメソッドは、指定した XML を解釈し

TransactionMessage のインスタンスとして生成します。 

次の例は、read メソッドを利用して、“input.xml”という XML ファイルから、XML メ

ッセージを読み込むプログラム例です。また、read メソッドでは、入力用ストリームまた

はテキストリーダから XML メッセージを読み込むことができます。 

 

 

    TransactionMessage message = manager.read("input.xml"); 

 

XML が含まれる文字列から XML メッセージを読み込むには、parse メソッドを使いま

す。次の例では、文字列型の変数 xml から XML メッセージを読み込み、

TransactionMessage のオブジェクトを生成しています。 

 

 

    TransactionMessage message = manager.parse(xml); 

 

TransactionMessage のオブジェクトの内部では、XML メッセージの内容が、業務トラ

ンザクション、業務ドキュメント、業務オブジェクト、そして業務プロパティの順に階層

化されて保持されています。したがって、これらの内容に対して、新たに項目を追加した

り、削除すたり、値を取得したりすることができます。 

 

level1/Start1.java 

 

for (Document doc : message.getTransactions().get(0).getDocuments()) { 

 for (DomainObject obj : doc.getDomainObjects()) { 

  Property[] list = obj.getAllProperties(); 

  for (Property prop : list) { 

   System.out.println(prop.getName() + ":" + prop.getValue()); 

  } 

 } 

} 

 

 

ここで、業務プロパティのリストだけが、getAllProperties メソッドによって明示的に取

得するようになっています。これは、業務オブジェクトは、階層構造をもっているためで

す。最終的な値をもっている業務プロパティの大半は、中間的な業務オブジェクト（中間

オブジェクト）に所属しており、それらがプロファイルの定義に従って、階層化されてい
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ます。getAllProperties メソッドは、それらの階層構造をいったん崩してリスト形式として

提供するメソッドです。なお、階層構造を保持したままで各業務プロパティの値にアクセ

スする方法は、「複数型業務プロパティの扱い」の章にて説明します。 

もし、業務プロパティ名があらかじめ分かっている場合には、次のように、インデクサ

を利用してダイレクトに値を取得することができます。この場合、もし指定した業務プロ

パティに値が設定されていない場合には、null が返されます。 

 

level1/Start03.java 

 

TransactionMessage message = manager.read("xml/level1/start01.xml"); 

 

for (Document doc : message.getTransactions().get(0).getDocuments()) { 

  for (DomainObject obj : doc.getDomainObjects()) { 

    if (doc.getProfile().getName().equalsIgnoreCase("Product")) { 

      System.out.println("product-id : " + obj.get("product-id")); 

      System.out.println("product-name : " + obj.get("product-name")); 

      System.out.println("product-category : " + obj.get("product-category")); 

    } 

  } 

} 

 

 

 

 ヘッダ情報の設定 

通知メッセージおよび回答メッセージでは、業務ドキュメントには、業務オブジェクト

の他に、ヘッダ情報を付加することができます。ここでは、通知メッセージに対するヘッ

ダ情報の付加方法について説明します。 

ヘッダの生成は、次のように、業務ドキュメントに対して、createHeader メソッドを実

行します。このメソッドの戻り値として、ヘッダオブジェクトが返されます。ひとつの業

務ドキュメントに対して、設定できるヘッダは１つまでです。このヘッダオブジェクトは、

業務ドキュメントの getMainHeader メソッドで取得できます。 

 

 

    Header header = doc.createHeader(); 

    header.setTitle("部品リスト"); 

 

ヘッダのタイトル文字列を、setTitle メソッドによって設定することができます。また、

ヘッダには、ヘッダ用プロパティとして、業務オブジェクトと同様に業務プロパティとそ
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の値を設定することができます。ただし、ヘッダ用プロパティは複数型であっても、値は

１つしか設定できません。次のプログラムは、ヘッダ用の業務プロパティを設定する例で

す。 

 

level1/Notify02.java 

 

 Property prop1 = header.createProperty("product-id"); 

 prop1.setDisplay("ID"); 

 Property prop2 = header.createProperty("product-name"); 

 prop2.setDisplay("名称"); 

 Property prop3 = header.createProperty("product-price"); 

 prop3.setDisplay("価格"); 

 

一般的なヘッダの利用として、テーブル形式の帳票におけるカラムの表題があります。

このような用途のために、ヘッダに業務オブジェクトがもつ業務プロパティの表題を指定

することができます。このためには、ヘッダ用業務プロパティの setDisplay メソッドを利

用して、次のようなプログラムを作成してください。 

 

level1/Notify02.java 

 

 Document doc = tran.createDocument("Product"); 

 DomainObject obj = doc.createDomainObject(); 

 obj.set("product-id", "K002"); 

 obj.set("product-name", "ネジ"); 

 obj.set("standard-price", 50); 

 

 Header header = doc.createHeader(); 

 header.setTitle("部品リスト"); 

 

 Property prop1 = header.createProperty("product-id"); 

 prop1.setDisplay("ID"); 

 Property prop2 = header.createProperty("product-name"); 

 prop2.setDisplay("名称"); 

 Property prop3 = header.createProperty("standard-price"); 

 prop3.setDisplay("価格"); 

 

このプログラムの実行結果として、次のような XML メッセージが生成されます。ここで

は、ヘッダ用業務プロパティにおいて、value 属性ではなく display 属性に値が設定されて

いる点に注目してください。 

 

xml/level1/Notify02.xml 
 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="M0001" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 
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  <Transaction id="PPS001234"> 

    <Document name="Product" id="D000001" action="Notify"> 

      <Header class="Product" title="部品リスト"> 

        <Property name="product-id" display="ID" type="Target"/> 

        <Property name="product-name" display="名称" type="Target"/> 

        <Property name="standard-price" display="価格" type="Target"/> 

      </Header> 

      <Item id="K002"> 

        <Spec type="pps:name"> 

          <Char value="ネジ"/> 

        </Spec> 

        <Price type="pps:standard"> 

          <Qty type="pps:general" value="50"/> 

        </Price> 

      </Item> 

    </Document> 

  </Transaction> 

</Message> 
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3. クライアント処理の基本形 

 業務オブジェクトの追加依頼 

クライアントからサーバに対して、特定の業務オブジェクトの追加を依頼する場合には、

クライアントは追加依頼メッセージを生成し、サーバに依頼します。ここでは、追加依頼

メッセージの生成方法について解説します。なおクライアントからサーバへのメッセージ

する方法については、別冊となる PPS メッセージサービス実装マニュアルをご覧ください。 

追加依頼ドキュメントには、追加すべき業務オブジェクトを１つ以上持ち、業務ドキュ

メントのアクション区分を“Add”とする必要があります。業務ドキュメントのアクション

区分を設定するには、Document クラスの setAction メソッドを使います。なお、必要に応

じて、一つの業務トランザクションで、追加依頼ドキュメント以外の削除依頼ドキュメン

トや修正依頼ドキュメントをあわせて含むことができます。ここでは、追加依頼ドキュメ

ントを単独でもつ業務トランザクションを例にあげて解説します。 

次のプログラムは、作業指示(OperationSchedule)を追加するためのプログラムです。こ

こでは、作業指示として、ID が“L09F0001”と“L09F0002”である業務オブジェクトを

サーバが管理するデータベースに追加する依頼メッセージを生成しています。業務ドキュ

メントの setAction メソッドにアクション区分が設定されている点に注目してください。 

 

level1/Add01.java 

 

TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

Transaction tran = message.createTransaction(); 

Document doc = tran.createDocument("OperationSchedule"); 

doc.setAction(Document.ActionTypes.Add); 

DomainObject obj; 

 

obj = doc.createDomainObject(); 

obj.set("operation-id", "L09F0001"); 

obj.set("start-time-schedule", new GregorianCalendar(2009, 1, 10, 10, 0, 0).getTime()); 

obj.set("assign-resource-id", "R001"); 

 

obj = doc.createDomainObject(); 

obj.set("operation-id", "L09F0002"); 

obj.set("start-time-schedule", new GregorianCalendar(2009, 1, 10, 10, 30, 0).getTime()); 

obj.set("assign-resource-id", "R005"); 

 

 



   

 

 

17/58 

Copyright © 2009 NPO 法人ものづくり APS 推進機構  2009/06/08 

上記のプログラムを実行した結果、次のような XML メッセージが生成されます。 

 

xml/level1/Add01.xml 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="M0001" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

  <Transaction id="PPS001234" confirm="Always"> 

    <Document name="OperationSchedule" id="D000001" action="Add"> 

      <Operation id="L09F0001"> 

        <Assign type="pps:general" resource="R001"/> 

        <Start type="pps:production"> 

          <Time type="pps:schedule" value="2009-02-10T10:00:00"/> 

        </Start> 

      </Operation> 

      <Operation id="L09F0002"> 

        <Assign type="pps:general" resource="R005"/> 

        <Start type="pps:production"> 

          <Time type="pps:schedule" value="2009-02-10T10:30:00"/> 

        </Start> 

      </Operation> 

    </Document> 

  </Transaction> 

</Message> 

 

サーバが実際に指定した作業指示をデータベースに追加したかどうかを確認したい場合

があります。そのような場合には、次のように、業務トランザクションの要求区分を

“Always”とします。要求区分を変更するには、Transaction クラスの setConfirm メソッ

ドを使います。 

 

 

 TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

 Transaction tran = message.createTransaction(); 

 tran.setConfirm(TransactionProcess.ConfirmTypes.Always); 

 Document doc = tran.createDocument("OperationSchedule"); 

 doc.setAction(Document.ActionTypes.Add); 

 

これにより、サーバ上で業務オブジェクトの追加処理が行われた後に、その結果が、確

認ドキュメントによって返信されます。この確認ドキュメントには、正常に追加されたす

べての業務オブジェクトが、ID の値のみ設定されています。ここで、ID とは、あらかじめ

プロファイルにて定義された主キーとなる業務プロパティのことであり、各業務オブジェ

クトにひとつ定義されています。例題である作業指示（OperationSchedule）オブジェクト

の場合は、“operation-id”が文字通り ID として定義されています。 
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上記のプログラムによって生成された XML メッセージをサーバに送信し、サーバ上で 2

つの業務オブジェクトが正常に追加された場合に、次のような XML メッセージが返信され

ます。クライアントは、これにより、依頼した追加処理がサーバ上で実施され正常に終了

したことを知ることができます。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="101" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001236"> 

        <Document name="OperationSchedule" id="207" action="Confirm" ref="205"> 

            <Operation id="L09F0001" /> 

            <Operation id="L09F0002" /> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

 

追加ドキュメントでは、コンディション情報を効果的に設定することで、XML メッセー

ジ全体としての合計バイト数を削減し、効率的な送受信につなげることが可能です。具体

的には、コンディション情報の一部として、そこに設定された業務プロパティ情報は、そ

の業務ドキュメントがもつすべての業務オブジェクトが共通してもつ内容であると規定し

ているからです。つまり、特に一業務ドキュメント内に多数の業務オブジェクトが存在す

る場合に、それらの共通部分をコンディション情報として書き出すことで、個々の業務オ

ブジェクト内には記述する必要がなくなります。 

例えば、指定する作業指示を実行する装置がすべて等しい場合には、その情報を次のよ

うにコンディション情報として定義します。次の例では、２つの作業指示がともに R001 の

装置を利用するために、コンディション情報で指定し、各業務オブジェクトの内容として

は指定していません。サーバは、特に指定がない場合には、コンディション情報の値が設

定されたものとしてデータベースに登録します。 

 

level1/Add02.java 

 

 Condition cond = doc.createCondition(); 

 cond.set("assign-resource-id", "R001"); 

 

 DomainObject obj1 = doc.createDomainObject(); 

 obj1.set("operation-id", "L09F0001"); 

 obj1.set("start-time-schedule",  

  new GregorianCalendar(2009, 1, 10, 10, 0, 0).getTime()); 

 

 DomainObject obj2 = doc.createDomainObject(); 
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 obj2.set("operation-id", "L09F0002"); 

 obj2.set("start-time-schedule",  

  new GregorianCalendar(2009, 1, 10, 10, 30, 0).getTime()); 

 

 

 業務オブジェクトの修正依頼 

サーバが管理するデータベースの特定の業務オブジェクトについて、その業務プロパテ

ィの値を変更するためには、修正依頼ドキュメントを生成しサーバに送信します。修正依

頼ドキュメントは、コンディション情報として修正する業務オブジェクトを特定するため

の情報を指定し、セレクション情報として、修正内容を指定します。また、業務ドキュメ

ントのアクション区分を“Change”とします。修正依頼ドキュメントも、削除依頼ドキュ

メントと同様に、業務ドキュメントを含めることができません。 

修正可能な業務プロパティは、ID として定義されているもの以外のすべてです。ただし、

対象とする業務プロパティが複数型であり、実際に複数の値が設定されている場合には、

多少プログラムが複雑となりますので、後の章において説明することとし、ここでは、単

数型か、あるいは複数型を単数型として扱う場合について説明します。 

次のプログラムは、作業指示(OperationSchedule)の修正を依頼するメッセージを生成す

るプログラム例です。このプログラムで生成されるメッセージは、以前に設定した

L09F0001 の作業指示の開始時刻を 5 分早めて、10 時 5 分とし、進捗内容を“遅延”と修

正する依頼メッセージです。 

 

level1/Change01.java 

 

// 単数型の業務プロパティの修正 

TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

Transaction tran = message.createTransaction(); 

tran.setConfirm(TransactionProcess.ConfirmTypes.Always); 

Document document = tran.createDocument("OperationSchedule"); 

document.setAction(Document.ActionTypes.Change); 

 

document.createCondition("L09F0001"); 

Selection sel = document.createSelection(); 

sel.set("start-time-schedule", new GregorianCalendar(2009, 1, 10, 10, 0, 0).getTime()); 

sel.set("progress-status", "遅延"); 

 

上記のプログラムを実行した結果、次のような XML メッセージが生成されます。 
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xml/level1/Change01.xml 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="M0001" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

  <Transaction id="PPS001234" confirm="Always"> 

    <Document name="OperationSchedule" id="D000001" action="Change"> 

      <Condition id="L09F0001"/> 

      <Selection> 

        <Property name="start-time-schedule"> 

          <Time value="2009-02-10T10:00:00"/> 

        </Property> 

        <Property name="progress-status"> 

          <Char value="遅延"/> 

        </Property> 

      </Selection> 

    </Document> 

  </Transaction> 

</Message> 

 

一つの修正依頼ドキュメントは、同時に複数の業務オブジェクトの内容を修正すること

が可能です。このためには、コンディション情報を用いて、選択対象となる業務オブジェ

クトを複数とするために条件によって対象を限定するか、あるいはコンディションオブジ

ェクトを複数指定します。ただし、それらの複数の業務オブジェクトに対して、修正する

内容、つまり修正対象となる業務プロパティとその修正後の値は、選択されたすべての業

務プロパティについて同一となります。 

 

 

 業務オブジェクの削除依頼 

サーバのデータベースから特定の業務オブジェクトを削除するためには、削除依頼ドキ

ュメントを作成しサーバに送信します。削除依頼ドキュメントは、業務ドキュメントにコ

ンディション情報を付加し、アクション区分を Remove とすることで作成できます。削除

依頼ドキュメントには、業務オブジェクトを指定することはできません。ここで、コンデ

ィション情報は、サーバ上のデータベースにおいて削除する業務オブジェクトを限定する

ために利用し、ID を用いて直接的に該当する業務オブジェクトを指定する方法や、フィル

タ条件を指定して対象業務オブジェクトを限定するために利用します。 

次の例は、削除する業務オブジェクトを ID によって直接指定する方法です。これによっ

て、以前に追加された２つの作業指示をサーバのデータベースから削除するよう依頼しま

す。実際に削除するかどうかは、サーバ側の判断ですが、下記の例では、確認ドキュメン
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トを依頼していますので、削除されたかどうかは返信によって確認することが可能です。 

 

level1/Remove01.java 

 

 TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

 Transaction tran = message.createTransaction(); 

 tran.setConfirm(TransactionProcess.ConfirmTypes.Always); 

 Document doc = tran.createDocument("OperationSchedule"); 

 doc.setAction(Document.ActionTypes.Remove); 

 

 doc.createCondition("L09F0001"); 

 doc.createCondition("L09F0002"); 

 

上記のプログラムを実行した結果、次のような XML メッセージが生成されます。 

 

xml/level1/Remove01.xml 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="M0001" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

  <Transaction id="PPS001234" confirm="Always"> 

    <Document name="OperationSchedule" id="D000001" action="Remove"> 

      <Condition id="L09F0001"/> 

      <Condition id="L09F0002"/> 

    </Document> 

  </Transaction> 

</Message> 

 

続いて、対象業務オブジェクトのフィルタ条件を指定して削除依頼する方法を示します。

業務ドキュメントが持つコンディション情報は、ひとつのコンディションオブジェクト

（createCondition メソッドによって生成される単位）内で AND の関係で条件を追加する

ことができます。例えば、次の例では、割付資源が R001 であり、かつ予定数量が 20 以下

である作業指示を削除するように依頼する業務ドキュメントを生成します。 

 

level1/Remove02.java 

 

 Condition cond = doc.createCondition(); 

 cond.setConstraint("assign-resource-id", "R001", 

   Constraint.ConstraintTypes.EQ); 

 cond.setConstraint("quantity-plan", 20, 

   Constraint.ConstraintTypes.LE); 

 

対象とする業務オブジェクトを、ワイルドカードを利用して設定することも可能です。

ワイルドカードの利用は、次のように、コンディションオブジェクトの setWildcard メソ
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ッドに対象となる業務プロパティ名を指定し、setValue メソッドを使ってワイルドカード

文字列を指定します。次の例は、作業指示の ID が L09F で始まる業務オブジェクトをすべ

て削除するよう依頼しています。 

 

level1/Remove03.java 

 

 Condition cond = doc.createCondition(); 

 cond.setWildcard("operation-id"); 

 cond.setValue("L09F*"); 
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4. アプリケーション個別処理への対応 

 独自の業務プロパティの設定 

業務アプリケーション独自の業務プロパティを設定する場合には、次のように、あらか

じめ業務ドキュメントの定義に独自の業務プロパティを登録しておく必要があります。次

の例では、新たに“group-name”という業務プロパティを追加しています。この例のよう

に、ユーザ独自の業務プロパティには必ず先頭に“user:”という接頭語をつけなければな

りません。定義のためには、業務ドキュメント定義（DocumentProfile）を取得し、それに

対して setUserProperty メソッドを実行します。第一の引数がプロファイル名、第二の引

数がデータ型です。ただし、この独自プロパティの定義は、後で解説する実装プロファイ

ルにおいて、ユーザ固有プロパティの定義を行った場合には、不要となります。 

 

level1/Notify11.java 

 

DocumentProfile profile = manager.getProfile().getDocument("Product"); 

profile.setUserProperty("user:group-name", Property.DataTypes.Char); 

 

// 製品の内容に関する通知方法（独自プロパティ） 

Transaction tran = message.createTransaction(); 

Document doc = tran.createDocument("Product"); 

 

DomainObject obj = doc.createDomainObject(); 

obj.set("product-id", "K002"); 

obj.set("product-name", "製品ABC"); 

obj.set("user:group-name", "独自の情報"); 

 

 

定義した業務アプリケーション固有の業務プロパティは、他の業務プロパティと同様に業

務オブジェクトの属性として値を指定することができます。ただし、この新たに定義した

業務プロパティは複数型にはできません。また、必須とすることもできません。 

上記のプログラムを実行すると、次のような XML ファイルが生成されます。ここで分かる

とおり、追加された業務プロパティは、常に Spec 要素の下位に定義されます。 

 

xml/level1/Notify11.xml 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="M0001" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

  <Transaction id="PPS001234"> 

    <Document name="Product" id="D000001" action="Notify"> 

      <Item id="K002"> 
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        <Spec type="pps:name"> 

          <Char value="製品ABC"/> 

        </Spec> 

        <Spec type="user:group-name"> 

          <Char value="独自の情報"/> 

        </Spec> 

      </Item> 

    </Document> 

  </Transaction> 

</Message> 

 

 

 

 ヘッダにおける独自プロパティの利用 

ヘッダには、ヘッダ用プロパティとして、業務オブジェクトと同様に業務プロパティと

その値を設定することができます。ただし、ヘッダ用プロパティは複数型であっても、値

は１つしか設定できません。次に、ヘッダ用の業務プロパティを設定する方法を示します。 

 

level1/Notify12.java 

 

 Header header = doc.createHeader(); 

 header.setTitle("製品ABCの部品表"); 

 

 header.set("display-name", "X社向け製品"); 

 header.set("product-category", "特注品"); 

 

 header.set(""standard-price", 200); 

 header.set("date-create", Calendar.getInstance()); 

 

 header.createProperty("user:my-property"); 

 header.set("user:my-property", "区分01"); 

 

 

上の例では、表示名（display-name）と製品カテゴリ（product-category）の値が設定

されています。これらは、あらかじめプロファイルに存在する業務プロパティです。一方、

my-property という名称の業務プロパティは、プロファイルには存在しません。したがって、

そのままでは、例外が発生します。しかしながら、上のケースのように、業務プロパティ

名の先頭に“user:”を付加し、さらにあらかじめ createProperty メソッドでそのプロパテ

ィ名を登録することで、プロファイルにない業務プロパティも設定することができるよう

になります。このような拡張された業務プロパティのデータ型は常に文字型となります。

以下は、上記の場合の XML メッセージの内容です。 
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xml/level1/Notify12.xml 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="M0001" sender="DefaultSender" 

xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

  <Transaction id="PPS000001"> 

    <Document name="Product" id="D000001" action="Notify"> 

      <Header class="Product" title="製品ABCの部品表"> 

        <Property name="display-name" type="Target" value="X社向け製品"/> 

        <Property name="product-category" type="Target" value="特注品"/> 

        <Property name="standard-price" type="Target" value="200"/> 

        <Property name="date-create" type="Target" value="2009-05-07T11:41:05"/> 

        <Property name="user:my-property" type="Target" value="区分01"/> 

      </Header> 

    </Document> 

  </Transaction> 

</Message> 

 

 

 

 アプリケーション用拡張領域の利用方法 

クライアントからサーバに対して、またはサーバからクライアントに対して、アプリケ

ーション固有の設定情報などを送信したい場合があります。そのような個別の情報は、プ

ロファイルには定義されていませんので、アプリケーション用拡張領域を利用します。ア

プリケーション用拡張領域は、属性名と属性値のペアで構成されており、それぞれについ

てアプリケーション側で自由に設定できます。ただし、データ形式はともに文字列です。 

次の例は、クライアントからサーバに対して、クライアント固有のユーザ ID とサービス

の利用形態を指定しています。ここで、“UserID”および“ServiceMode”というキーワー

ドが利用されていますが、これらはクライアントおよびサーバの二者間であらかじめ合意

されたものである必要があります。 

 

level1/App01.java 

 

 Document doc = process.createDocument("OperationSchedule"); 

 doc.setAction(Document.ActionTypes.Add); 

 

 doc.setAppData("UserID", "HOSEI-001"); 

 doc.setAppData("ServiceMode", "Trial"); 

 

 DomainObject obj = doc.createDomainObject(); 

 obj.set("operation-id", "L09F0001"); 
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上のプログラムによって生成された XML メッセージは次のとおりです。App 要素の下位

に指定されたパラメータ情報を設定するタグとしてParameter要素が生成され、そのname

属性および value 属性に指定した値が設定されていることが分かります。 

 

xml/level1/App01.xml 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="M0001" sender="DefaultSender" 

xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

  <Transaction id="PPS000001" confirm="Always"> 

    <Document name="OperationSchedule" id="D000001" action="Add"> 

      <App> 

        <Parameter name="UserID" value="HOSEI-001"/> 

        <Parameter name="ServiceMode" value="Trial"/> 

      </App> 

      <Operation id="L09F0001"/> 

    </Document> 

  </Transaction> 

</Message> 
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5. サーバによるメッセージ処理の基本形 

 返信のためのトランザクションの生成 

サーバは、クライアントから送信された XML メッセージの内容を解釈し、指定されたア

クション区分に従ってサービスを実施し、その結果を必要に応じてクライアントへ返信し

なければなりません。XML メッセージの受信および返信の方法については、別途、PPS メ

ッセージサービス実装マニュアルにて解説してありますので、ここでは省略します。ここ

では、受信した XML メッセージを解釈し、返信用の XML メッセージを作成するための処

理方法について説明します。 

サーバは、受信した XML メッセージをもとに、返信用の業務トランザクション処理を開

始します。これによって、業務トランザクション処理オブジェクトが生成され、その

getDocumentsReceived メソッドで受信した業務ドキュメントのリストが設定されます。し

たがって、業務アプリケーションは、このリストの先頭から一つずつ業務ドキュメントを

処理していくことになります。 

処理した結果として、返信用の業務ドキュメントは、この業務トランザクション処理オ

ブジェクト内にすでに生成されていますが、その個々の返信用業務ドキュメントへのポイ

ンタが、受信した各業務ドキュメントから getReference メソッドで取得することができま

す。したがって、処理結果は、この返信用の業務ドキュメント内に設定してください。 

受信した各業務トランザクションは、確認要求が Always、OnError、Never のいずれか

に設定されており、それに対応して、コンポーネント内で返信メッセージを生成し、実際

に返信すべきかどうかを判断しています。業務トランザクションとしては確認要求がNever

の場合であっても、トランザクション内に照会ドキュメントが含まれている場合には、返

信を必要とします。 

サーバ側のプログラムでは、次のように、まず、受信した XML メッセージまたはテキス

トを引数として、createProcess メソッドを実行します。そして、getDocumentsReceived

メソッドで取得した受信した業務ドキュメントのリストを順に展開し、個々の業務ドキュ

メントのアクション区分によって、該当する処理を実行します。こうして、すべての業務

ドキュメントの処理が完了し、すべての業務トランザクションの処理が完了したら、最後

に、getResponseRequired メソッドの戻り値をチェックし、もし真の場合には、返信メッ

セージをクライアントに送信します。 
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PslxServer.java (responseTransactionsメソッド内) 

 

TransactionProcess process = manager.createProcess(receivedMessage); 

if (process.getResult() != TransactionProcess.TentativeResults.Failure) { 

 for (Document document : process.getReceivedDocuments()) { 

  switch (document.getAction()) { 

  case Add: 

   serviceAdd(document); 

   break; 

  case Change: 

   serviceChange(document); 

   break; 

  case Remove: 

   serviceRemove(document); 

   break; 

  case Get: 

   serviceGet(document); 

   break; 

  case Notify: 

   serviceNotify(document); 

   break; 

  case Sync: 

   serviceSync(document, process); 

   break; 

  } 

  if (process.checkTransaction(document)) break; 

 } 

 process.exitTransaction(); 

} 

 

TransactionMessage message = process.createMessage(); 

if (process.isResponseRequired()) { 

 

 // ここに応答メッセージの生成処理を記述します 

 

} 

 

return message; 

 

 

 

 サーバによる業務オブジェクトの追加 

サーバのメイン処理によって、受信した XML メッセージの業務ドキュメントごとに、そ

れぞれのアクション区分にしたがった処理が実施されます。追加依頼ドキュメントに対応

した次の serviceAdd メソッドの中では、受信したそれぞれの業務オブジェクトについて、
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内部のデータベースに登録します。 

次の例では、サンプル用に作成した MyTable というデータベース上のテーブルへ追加す

るための NewRow というメソッドを実行しています。ここでは、便宜的にサーバが持って

いるデータベースの各レコードを DataRow によって扱います。業務オブジェクトである

obj の内容を、新しく生成した myObj というレコードに設定していきます。ここでは、業

務プロパティの名称とローカルなデータベースのフィールド名称とが異なるために、変換

のための getLocalFieldName メソッドを利用しています。 

ここで重要な点は、サーバ側でデータベースへの追加処理が成功した場合に、返信用の

業務ドキュメントにその業務オブジェクトの ID を設定することです。ここで返信用の業務

ドキュメントは、受信した業務ドキュメントがもつ getReference メソッドで取得できます。

したがって、次の例のように、この返信用の業務ドキュメントに対して、

createDomainObject メソッドを実行し、生成された業務オブジェクトの setId メソッドで

追加した業務オブジェクトの ID を設定します。 

 

 

PslxServer.java (serviceAddメソッド内) 

 

// 業務ドキュメントに対応したテーブルを取得します。 

Document tableDocument = myDataBase.getTable(queryDocument.getName()); 

 

// コンディション情報にある業務プロパティはすべてに共通して設定します。 

Dictionary<String, Object> changes = new Hashtable<String, Object>(); 

for (Condition condition : queryDocument.getConditions()) { 

  for (Constraint constraint : condition.getConstraints()) { 

    if (changes.get(constraint.getPropertyName())==null)  

      changes.put(constraint.getPropertyName(), constraint.getValue()); 

  } 

} 

 

for (DomainObject queryObject : queryDocument.getDomainObjects()) { 

  String errorMessage = null; 

 

  if (queryObject.getId()!=null) { 

    boolean containsId = false; 

    for (DomainObject domainObject : tableDocument.getDomainObjects()) { 

      if(domainObject.getId().equals(queryObject.getId())) { 

        containsId = true; 

        break; 

      } 

    } 

    if(containsId) { 
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      // データがすでに存在します。 

      continue; 

    } 

  } 

 

  // 内部データベースに業務オブジェクト情報を追加します。 

  DomainObject dbObject = tableDocument.createDomainObject(); 

 

  // コンディション情報はあらかじめデフォルト値として設定します。 

  for(Enumeration<String> e = changes.keys(); e.hasMoreElements(); ){ 

    String propertyName = e.nextElement(); 

    String fieldName = getLocalFieldName 

                  (tableDocument, queryDocument, propertyName); 

    myDataBase.setValue 

        (tableDocument, dbObject, fieldName, changes.get(propertyName)); 

  } 

 

  // 対象オブジェクトに対応するテーブルに情報を設定します。 

  Property[] propertyList = queryObject.getAllProperties(); 

  for (Property property : propertyList) { 

    // 単数型の業務プロパティに値を設定します。 

    String fieldName = getLocalFieldName 

          (tableDocument, queryDocument, property.getName()); 

    myDataBase.setValue 

          (tableDocument, dbObject, fieldName, property.getValue()); 

  } 

 

  try {  

    // 成功した場合に、返信用業務ドキュメントにIDを設定します。 

    if (queryObject.getId() != null)  

        queryDocument.getReference(). 

            createDomainObject().setId(queryObject.getId()); 

  } catch (Exception ex) { } 

} 

 

 

クライアントから受取るXMLは、次のような形式となっています。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="86" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001308" confirm="Always"> 

        <Document name="OperationSchedule" id="113" action="Add"> 

            <Operation id="L09F0001"> 

                <Start type="pps:production"> 

                    <Time type="pps:schedule" value="2009-01-10T10:00:00" /> 

                </Start> 

                <Assign type="pps:general" resource="R001" /> 

            </Operation> 
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            <Operation id="L09F0002"> 

                <Start type="pps:production"> 

                    <Time type="pps:schedule" value="2009-01-10T10:30:00" /> 

                </Start> 

                <Assign type="pps:general" resource="R005" /> 

            </Operation> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

 

サーバは、正常に追加した場合に、必要に応じて次のように、追加した業務オブジェクト

のIDのリストを返信します。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="91" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001312"> 

        <Document name="OperationSchedule" id="121" action="Confirm" ref="119"> 

            <Operation id="L09F0001" /> 

            <Operation id="L09F0002" /> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

 

 

 サーバによる業務オブジェクトの修正 

修正依頼ドキュメントに対応する serviceChange メソッドに対しては、同様にして、修

正対象となるサーバ上の業務オブジェクトのリストを得た後に、さらにセレクション情報

に対応した修正内容を適用します。セレクション情報は、修正すべき業務プロパティ名と

その修正値が設定されています。プログラムは次のようになります。 

 

PslxServer.java (serviceChangeメソッド内) 
 

// 業務ドキュメントに対応したテーブルを取得します。 

Document tableDocument = myDataBase.getTable(queryDocument.getName()); 

 

// 修正対象となる業務オブジェクトのIDのリストを作成します。 

List<DomainObject> targetList = new ArrayList<DomainObject>(); 

for (Condition condition : queryDocument.getConditions()) { 

  List<DomainObject> list = filterDatabase(tableDocument, 

tableDocument.getDomainObjects(), condition, queryDocument); 

  for (DomainObject id : list)  

    if (targetList.indexOf(id) < 0)  

      targetList.add(id); 

} 
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// 対象となる業務オブジェクトを修正します。 

for (DomainObject myObj : targetList) { 

  Object idValue = getKeyValue(tableDocument, myObj, queryDocument); 

  //String keyLocalName = getKeyName(tableDocument, queryDocument); 

 

  boolean modified = false; 

  String errorMessage = null; 

  //DomainObject myObj = MyTable.Rows.Contains(id); 

  for (Selection selection : queryDocument.getSelections()) { 

 

    SelectionTypes selectionType = selection.getSelectionType(); 

    // 複数型でない場合には、対象オブジェクトがもつ値を修正します。 

    for (Property property : selection.getProperties()) { 

      String fieldName = getLocalFieldName 

            (tableDocument, queryDocument, property.getName()); 

      if (myDataBase.setValue 

            (tableDocument, myObj, fieldName, property.getValue()))  

        modified = true; 

    } 

  } 

  // 実際に修正が行われた場合は返信オブジェクトに記録します。 

  String idString = (idValue == null) ? "IDが設定されてません。" : idValue.toString(); 

  if (modified) queryDocument.getReference().createDomainObject().setId(idString); 

} 

 

 

クライアントから受取るXMLは、次のような形式となっています。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="92" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001314" confirm="Always"> 

        <Document name="OperationSchedule" id="122" action="Change"> 

            <Condition id="L09F0001" /> 

            <Selection> 

                <Property name="start-time-schedule"> 

                    <Time value="2009-01-10T10:05:00" /> 

                </Property> 

                <Property name="progress-status" value="遅延" /> 

            </Selection> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

 

サーバは、正常に修正が行われた場合に、必要に応じて次のように、追加した業務オブジ

ェクトのIDのリストを返信します。 
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<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="93" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001314"> 

        <Document name="OperationSchedule" id="124" action="Confirm" ref="122"> 

            <Operation id="L09F0001" /> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

 

 

 サーバによる業務オブジェクトの削除 

上記のプログラムは、追加依頼ドキュメントに対する処理ですが、修正依頼ドキュメン

ト、削除依頼ドキュメントの場合も、処理の基本的な構造はまったく同じです。ただし、

削除および修正の場合には、業務ドキュメントに業務オブジェクトが存在しません。代わ

って、削除および修正対象を選択または限定するコンディション情報が対象となります。 

対応するプログラムは次のようになります。まず、コンディション情報としてコンディ

ションオブジェクトが存在しない場合には、何も行われません（照会の場合は、コンディ

ションオブジェクトがない場合には、サーバが持つすべての業務オブジェクトが対象とな

りますが、削除および修正では、対象オブジェクトはないものと解釈されます。） 

業務ドキュメントの getConditions メソッドで取得できるリストには、複数のコンディシ

ョンオブジェクトが定義されています。コンディションオブジェクトのそれぞれが OR の

関係で対象となる業務オブジェクトを限定します。したがって、次のプログラムのように、

それぞれのコンディションオブジェクトによって選択されたデータベース上のレコードの

リストを filterDatabase メソッドによって得たうえで、それらの内容に重複がないように

マージします。次のプログラムでは、このリスト（targetList）の個々の要素に対して、テ

ーブル dbDocument から削除を実行しています。 

 

PslxServer.java (serviceRemoveメソッド内) 

 

// 業務ドキュメントに対応したテーブルを取得します。 

Document dbDocument = myDataBase.getTable(queryDocument.getName()); 

 

List<DomainObject> targetList = new ArrayList<DomainObject>(); 

for (Condition condition : queryDocument.getConditions()) { 

  List<DomainObject> list = filterDatabase 

      (dbDocument, dbDocument.getDomainObjects(), condition, queryDocument); 

  for (DomainObject id : list) if (targetList.indexOf(id) < 0) targetList.add(id); 

} 

for (DomainObject myObj : targetList) { 
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  Object id = getKeyValue(dbDocument, myObj, queryDocument); 

  String idString = (id == null) ? "IDが設定されてません。" : id.toString(); 

 

  // 該当するオブジェクトをテーブルから削除します。 

  dbDocument.getDomainObjects().remove(myObj); 

 

  // 成功した場合に、返信用業務ドキュメントにIDを設定します。 

  queryDocument.getReference().createDomainObject().setId(idString); 

} 

 

 

クライアントから受取るXMLは、次のような形式となっています。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="88" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001310" confirm="Always"> 

        <Document name="OperationSchedule" id="116" action="Remove"> 

            <Condition id="L09F0001" /> 

            <Condition id="L09F0002" /> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

サーバは、正常に削除が実行された場合に、必要に応じて次のように、追加した業務オ

ブジェクトの ID のリストを返信します。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="89" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001310"> 

        <Document name="OperationSchedule" id="118" action="Confirm" ref="116"> 

            <Operation id="L09F0001" /> 

            <Operation id="L09F0002" /> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

 

 エラー情報の返信方法 

サーバ上で業務オブジェクトの追加、修正、削除を行おうとした際に、正常に処理でき

ない場合もあります。そのような場合には、正常に処理できなかったことをクライアント

に知らせる必要があります。 

このためには、次のように、データベースへの処理が成功しなかった場合の処理として、
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返信用の業務ドキュメントに対してエラー情報を生成し、そのエラーオブジェクトに対し

て、エラーの内容を設定します。こうして生成されたエラーオブジェクトは、正常に処理

できなかった業務オブジェクトの数だけ追加されます。ここで getErrorType メソッドの戻

り値と確認要求によって、返信するかどうかを決定します。getErrorType メソッドの戻り

値が Error であり確認要求が OnError の場合は、エラーであることを返信します。Warning

であり確認要求が Always の場合も、返信されます。 

 

PslxServer.java (createErrorメソッド内) 

 

 Error error = document.createError(); 

 error.setErrorType(Error.ErrorTypes.Error); 

 error.setReferenceInfo(document.getName()); 

 error.setErrorCode(code); 

 error.setDescription(description);  

 

エラー情報を含んだ XML メッセージは、次のような構成となります。エラーの ID は、

コンポーネントによって自動生成されます。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="109" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001235"> 

        <Document name="OperationSchedule" id="216" action="Confirm" ref="214"> 

            <Error id="000000" ref="L09F0001" code="010" status="warning"  

                description="データがすでに存在します。" /> 

            <Error id="000000" ref="L09F0002" code="010" status="warning"  

                description="データがすでに存在します。" /> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

後で説明するトランザクション処理が定義されていない場合には、処理中にエラーが発

生した場合、そのまま処理を継続するか、中止するかは、アプリケーションプログラム側

（サーバ側）の機能として自由に判断することができます。また、トランザクション処理

が定義されている場合は、必要に応じてロールバックを行います。 
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6. 業務オブジェクト内容の照会 

 照会メッセージの作成方法 

クライアントとしてサーバがもつデータベースの内容を紹介する場合には、照会ドキュ

メントを作成してサーバに送信します。照会ドキュメントは、コンディション情報とセレ

クション情報によって、照会したい情報を指定したものであり、アクション区分として

setAction メソッドで Get を設定します。照会ドキュメントには、業務オブジェクトを含む

ことはできません。なお、照会メッセージは、常に返信メッセージが伴うために、確認要

求のために setConfirm メソッドで確認要求を設定する必要はありません。 

次の例は、製品 ABC を生産する手順を照会するための最もシンプルなプログラムです。

照会ドキュメントにおいて、もしコンディション情報が存在しない場合には、サーバがも

つすべての業務オブジェクトが返信されることとなります。一方、セレクション情報が存

在しない場合には、返信メッセージには業務オブジェクトが含まれず、ヘッダ情報のみか

らなる回答ドキュメントとなります。（ヘッダ情報の getCounter メソッドで、サーバがも

つ該当する業務オブジェクト数を取得することができます）したがって、次の例では、

setSelectionType メソッドで選択区分を“All”に設定することで、サーバが持っているす

べての業務プロパティの値を照会したいことを示しています。 

 

level1/Get01.java 

 

 TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

 Transaction tran = message.createTransaction(); 

 Document doc = tran.createDocument("RoutingRecord"); 

 doc.setAction(Document.ActionTypes.Get); 

 doc.createSelection(Selection.SelectionTypes.All); 

 

一方、個別に対象とする業務プロパティを指定する場合は、次のようになります。 

 

level1/Get02.java 

 

 TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

 Transaction tran = message.createTransaction(); 

 Document doc = tran.createDocument("RoutingRecord"); 

 doc.setAction(Document.ActionTypes.Get); 

 

 Selection sel = doc.createSelection(); 

 sel.createProperty("production-id");       // プロセスID 

 sel.createProperty("production-item-id");  // プロセス品目ID 
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 sel.createProperty("capability-value"); // 機能数量 

 

 

 

 ID およびワイルドカードによる業務オブジェクトの限定 

対象とする業務オブジェクトの ID があらかじめ分かっている場合には、その ID を指定

して、一回の照会ドキュメントで複数の業務オブジェクトを照会することができます。例

えば、作業者について、その配属場所を知りたい場合には、次のようなプログラムとなり

ます。 

 

 

 TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

 Transaction tran = message.createTransaction(); 

 Document doc = tran.createDocument("RoutingRecord"); 

 doc.setAction(Document.ActionTypes.Get); 

 

 doc.createCondition("P00H033"); 

 doc.createCondition("P00K005"); 

 

 Selection sel = doc.createSelection(); 

 sel.createProperty("process-id");       // プロセスID 

 sel.createProperty("process-item-id");  // プロセス品目ID 

 sel.createProperty("capability-value"); // 機能数量 

 

上記のプログラムの実行結果として、次のような XML メッセージが生成されます。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="114" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001235"> 

        <Document name="RoutingRecord" id="221" action="Get"> 

            <Condition id="P00H033" /> 

            <Condition id="P00K005" /> 

            <Selection> 

                <Property name="process-id" /> 

                <Property name="process-item-id" /> 

                <Property name="capability-value" /> 

            </Selection> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

サーバは、この要求に対して、照会結果を次のように、クライアントに対して返信しま
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す。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="107" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001328"> 

        <Document name="RoutingRecord" id="143" action="Show" ref="141"> 

            <Header class="ProductionProcess" count="2"> 

                <Property name="production-id" /> 

                <Property name="production-item-id" /> 

                <Property name="capability-value" /> 

            </Header> 

            <Process id="P00H033" item="P001"> 

                <Capacity type="pps:capability"> 

                    <Qty type="pps:general" value="7" /> 

                </Capacity> 

            </Process> 

            <Process id="P00K005" item="P002" /> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 

 

対象とする業務オブジェクトがもつ業務プロパティの中で、文字型の場合には、ワイル

ドカードを用いて対象オブジェクトを限定することができます。次の例は、作業者 ID の先

頭文字列が K90 で始まる業務オブジェクトをすべて照会しています。 

 

level1/Get03.java 

 

 // ワイルドカードによる業務オブジェクトの限定方法 

 TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

 Transaction tran = message.createTransaction(); 

 Document doc = tran.createDocument("PersonnelRecord"); 

 doc.setAction(Document.ActionTypes.Get); 

 doc.createSelection(Selection.SelectionTypes.All); 

 

 Condition cond = doc.createCondition(); 

 cond.setWildcard("personnel-id"); 

 cond.setValue("K90*"); 

 

 

 条件の設定方法（AND・OR の関係） 

対象業務オブジェクトの限定には、ID による設定と、ワイルドカードによる設定のほか

に、任意の業務プロパティに対して、その値を次の演算子によって制約することで、その

条件にあったもののみを対象とする方法があります。設定可能な演算子は、等号（EQ）、
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不等号（NE）、以上（GE）、以下（LE）、より大きい（GT）、より小さい（LT）がありま

す。業務プロパティが文字列型の場合は、等号または不等号のみが設定可能です。日時型

の場合は、大小関係の小さいほうが過去、大きいほうが未来として解釈されます。 

次のプログラムでは、作業区 03 に所属する総作業時間が 2000 時間以上のベテラン作業

者を照会するための XML メッセージを生成します。このように、ひとつのコンディション

オブジェクトに対して複数設定された制約条件は、AND の関係であるとみなされ、それら

がともに満たされる業務オブジェクトが選択されます。 

 

level1/Get04.java 

 

 TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

 Transaction tran = message.createTransaction(); 

 Document doc = tran.createDocument("PersonnelRecord"); 

 doc.setAction(Document.ActionTypes.Get); 

 doc.createSelection(Selection.SelectionTypes.All); 

 

 Condition cond = doc.createCondition(); 

 cond.setConstraint("personnel-area-id", "作業区03", 

  Constraint.ConstraintTypes.EQ); 

 cond.setConstraint("total-time", 2000, 

  Constraint.ConstraintTypes.GE); 

 

一方、コンディションオブジェクトが異なる場合には、OR の関係にあると解釈されます。

すでに説明した ID による対象業務オブジェクトの選択は、OR の関係であることを考慮し、

複数のコンディションオブジェクトを生成しています。コンディション情報のなかで、こ

の AND の関係と OR の関係を組み合わせることで、さまざまな複雑な条件を指定すること

も可能となります。これらの AND や OR の制約の設定は、ID による指定やワイルドカー

ドによる指定と併用することが可能です。 

次の例では、作業者のランクが A であるか、またはランクが B でかつ総作業時間が 2000

時間以上の者を照会しています。 

 

level1/Get05.java 

 

 TransactionMessage message = manager.createMessage(); 

 Transaction tran = message.createTransaction(); 

 Document doc = tran.createDocument("PersonnelRecord"); 

 doc.setAction(Document.ActionTypes.Get); 

 doc.createSelection(Selection.SelectionTypes.All); 
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 Condition cond1 = doc.createCondition(); 

 cond1.setConstraint("personnel-rank", "A", Constraint.ConstraintTypes.EQ); 

 

 Condition cond2 = doc.createCondition(); 

 cond2.setConstraint("personnel-rank", "B", Constraint.ConstraintTypes.EQ); 

 cond2.setConstraint("total-time", 2000, Constraint.ConstraintTypes.GE); 

 

上記のプログラムを実行すると、次のような XML メッセージが生成されます。 

 

xml/level1/Get05.xml 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="116" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001235"> 

        <Document name="PersonnelRecord" id="223" action="Get"> 

            <Condition> 

                <Property name="personnel-rank" type="condition"> 

                    <Char value="A" condition="EQ" /> 

                </Property> 

            </Condition> 

            <Condition> 

                <Property name="personnel-rank" type="condition"> 

                    <Char value="B" condition="EQ" /> 

                </Property> 

                <Property name="total-time" type="condition"> 

                    <Qty value="2000" condition="GE" /> 

                </Property> 

            </Condition> 

            <Selection type="all" /> 

        </Document> 

    </Transaction> 

</Message> 
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7. サーバによる照会に対する回答 

 基本的な回答メッセージの構成 

サーバでは、照会ドキュメントを受け取った際には、ただしにその照会内容を解釈し、

回答ドキュメントを作成してクライアントに返信しなければなりません。XML メッセージ

の受信および返信の方法については、PPS メッセージサービス実装マニュアルにて解説し

ていますので、そちらを参照してください。ここでは、照会ドキュメントを解釈し、それ

に対応する回答ドキュメントの作成方法を説明します。サーバの基本的な処理の流れは、

「サーバによるメッセージ処理の基本形」の章で説明しました。ここでは、そこで、受信

した XML メッセージの中に、照会ドキュメントが見つかり、その業務ドキュメントを引数

とした照会のためのメソッド（例えば、serviceGet メソッド）内の処理方法を示します。 

次のプログラムは、照会のためのメソッドの内部処理を示しています。まず、最初にコ

ンディション情報をもとに、各コンディションオブジェクトについてデータベースの内容

をフィルタ実行し、その結果として候補となる業務オブジェクトのリストを収集します。

ここでは、同一の ID が重複しないようにチェックをおこなうことで、OR の関係を実現し

ています。プログラムでは、targetList に、対象となる業務オブジェクトの ID が設定され

ます。なお、ここでは、filterDatabase メソッドによって、コンディションオブジェクトの

内容をもとにデータベースから該当する業務オブジェクトが選択されています。 

続いて、セレクション情報から、回答する業務プロパティ名のリスト selections を作成

します。先頭のセレクションオブジェクトの getSelectionType メソッドの戻り値によって

選択する業務プロパティを決定します。getSelectionType メソッドの戻り値が、All の場合

にはすべての業務プロパティが、Typical の場合はアプリケーションで定義した標準的な業

務プロパティが、そして None または Undefined の場合には、セレクションオブジェクト

内で個々に指定された業務プロパティが対象となります。すべての業務プロパティの列挙

のために、プロファイルの定義内容を調べています。なお、セレクションオブジェクトが

ひとつも定義されていない場合には、対象業務プロパティは空となります。 

そして、対象とする業務オブジェクトを個々に取り出し、返信用の業務ドキュメントに

追加された新規の業務オブジェクトに対して、その内容をコピーします。この際に、コピ

ーする業務プロパティは、さきほど生成したリスト selections にある業務プロパティ名の

みが対象となります。最後に、ヘッダ情報を追加します。 
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PslxServer.java (serviceGetメソッド) 

 

// 業務ドキュメントに対応したテーブルを取得します。 

Document tableDocument = myDataBase.getTable(queryDocument.getName()); 

 

// 照会の対象となる業務オブジェクトのIDのリストを作成します。 

List<DomainObject> targetList = new ArrayList<DomainObject>(); 

if (queryDocument.getConditions().size() != 0) { 

  for (Condition condition : queryDocument.getConditions()) { 

    List<DomainObject> list = filterDatabase 

    (tableDocument, tableDocument.getDomainObjects(), condition, queryDocument); 

    for (DomainObject id : list) { 

      if (targetList.indexOf(id) < 0) targetList.add(id); 

    } 

  } 

} else { 

  for (DomainObject dbObject : tableDocument.getDomainObjects()) { 

    targetList.add(dbObject); 

  } 

} 

 

// セレクション情報から、単数型として回答する業務プロパティ名のリストを作成します。 

List<String> selectionNames = new ArrayList<String>(); 

 

if (queryDocument.getSelections().size() == 0) { 

  // リストは空となります。 

} else { 

  SelectionTypes selectionType =  

        queryDocument.getSelections().get(0).getSelectionType(); 

  if (selectionType == Selection.SelectionTypes.All) { 

    // リストは複数型として定義されたもの以外のすべての業務プロパティを含みます。 

    for(String propertyName : getAllProperties(queryDocument)) { 

      selectionNames.add(propertyName); 

    } 

  } else if (selectionType == Selection.SelectionTypes.Typical) { 

    // リストは標準的な業務プロパティを含みます。 

    for(String propertyName : getTypicalProperties(queryDocument)) { 

      selectionNames.add(propertyName); 

    } 

  } else { 

    // 先頭のセレクションオブジェクトで指定された業務プロパティのみを含みます。 

    for (Property property : queryDocument.getSelections().get(0).getProperties()) 

      selectionNames.add(property.getName()); 

  } 

} 

 

// 業務オブジェクトを選択し、その内容を新規に返信ドキュメントに追加します。 

for (int i = dataOffset; i < dataOffset + dataCount && i < targetList.size(); i++) { 

  DomainObject dbObject = targetList.get(i); 

  DomainObject domainObject = queryDocument.getReference().createDomainObject(); 
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  for (String selectionName : selectionNames) { 

    // 単数型の業務プロパティの値を設定します。 

    String fieldName = getLocalFieldName(tableDocument, queryDocument, 

selectionName); 

    Object value = myDataBase.getValue(tableDocument, dbObject, fieldName); 

    if (value != null) {  

      domainObject.set(selectionName, value); 

    } 

  } 

 

} 

// 最後にヘッダ情報を生成します。 

Header header = queryDocument.getReference().createHeader(); 

// 該当する業務オブジェクト数を設定します。 

header.setTotalObjectCount(targetList.size()); 

 

setHeaderFromConditionInfo(header, queryDocument.getConditions()); 

setHeaderFromSelctionInfo(header, queryDocument.getSelections()); 

 

コンディション情報をもとに対象業務オブジェクトを選択する filterDatabase メソッド

の内容の次のようになっています。このメソッドによって、条件に合う業務オブジェクト

をデータベースからさがし、該当する業務オブジェクトの ID をリストに設定します。ここ

では、各条件はすべて AND の関係となります。したがって、すべての条件をクリアした場

合について、該当するテーブル上のレコードがリストに登録されます。 

 

PslxServer.java (filterDatabaseメソッド内) 

 

// ここに条件に合う業務オブジェクトをDBからさがし、 

// 該当する業務オブジェクトのIDをリストに設定する。 

 

String keyLocalName = getKeyName(tableDocument, queryDocument); 

List<DomainObject> list = new ArrayList<DomainObject>(); 

 

Pattern pattern; 

if (condition.getWildcard() != null && condition.getWildcard().length()!=0) 

  pattern = Pattern.compile(condition.getWildcard()); 

else 

  pattern = null; 

 

for (DomainObject dbDomainObject : rowObjects) { 

  // それぞれの制約はAND関係なので、ひとつでも違反したら除外する。 

  if (keyLocalName != null  

     && condition.getId() != null  

     && !condition.getId().equals(dbDomainObject.getStringValue(keyLocalName))) 

    continue; 
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  if (condition.getWildcard() != null) { 

    String fieldName = getLocalFieldName 

        (tableDocument, queryDocument, condition.getWildcard()); 

    Object value = myDataBase.getValue(tableDocument, dbDomainObject, fieldName); 

    if (value != null) { 

      Matcher matcher = pattern.matcher(value.toString()); 

      if(!matcher.matches()) continue; 

    } 

  } 

 

  boolean isSatisfied = true; 

  for (Constraint constraint : condition.getConstraints()) { 

    String fieldName = getLocalFieldName 

          (tableDocument, queryDocument, constraint.getPropertyName()); 

    if (fieldName == null) continue; 

    Object value = myDataBase.getValue(tableDocument, dbDomainObject, fieldName); 

    switch (constraint.getDataType()) 

    { 

    case Qty:  

      // 数値型の場合の比較 

      isSatisfied = compareQty 

          (constraint.getConstraintType(), value, constraint.getValue()); 

      break; 

    case Time:  

      // 日付型の場合の比較 

      isSatisfied = CompareTime 

          (constraint.getConstraintType(), value, constraint.getValue()); 

      break; 

    default:  

      // その他（文字列）の比較 

      isSatisfied = CompareChar 

          (constraint.getConstraintType(), value, constraint.getValue()); 

    break; 

    } 

    if (!isSatisfied) break; 

  } 

  if (!isSatisfied) continue; 

 

  // 登録する 

  list.add(dbDomainObject); 

} 

return list; 

 

ここで、各制約の定義に対して、数値型、日時型、文字列型を分けて比較演算を実施し

ています。この中で、通知型の例のみを次に示します。この例にあ castToDecimal メソッ

ドは、任意の数値型のデータを decimal に変換するもので、ここではその定義は省略しま

す。 
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PslxServer.java 

 

public static boolean compareQty(Constraint.ConstraintTypes constraintTypes, Object 

target, Object constraint) { 

 BigDecimal targetValue = CastToBigDecimal(target); 

 BigDecimal constraintValue = CastToBigDecimal(constraint); 

 boolean result; 

 switch (constraintTypes) 

 { 

 case EQ: 

  result = (targetValue.compareTo(constraintValue) == 0); 

  break; 

 case NE: 

  result = (targetValue.compareTo(constraintValue) != 0); 

  break; 

 case GE: 

  result = (targetValue.compareTo(constraintValue) >= 0); 

  break; 

 case LE: 

  result = (targetValue.compareTo(constraintValue) <= 0); 

  break; 

 case GT: 

  result = (targetValue.compareTo(constraintValue) > 0); 

  break; 

 case LT: 

  result = (targetValue.compareTo(constraintValue) < 0); 

  break; 

 default: 

  result = false; 

 } 

 return result; 

} 

 

 

 回答ドキュメントにおける Header の設定方法 

照会ドキュメントに対する回答ドキュメントには、常にヘッダ情報が含まれていなけれ

ばなりません。ヘッダ情報には、サーバ側に存在する照会の対象の業務オブジェクトの総

数が含まれており、その総数を getTotalObjectCount メソッドで取得できます。照会メッ

セージで、データ数制約が設定されている場合、回答ドキュメントに含まれる業務ドキュ

メント数と、サーバ側に存在する照会の対象の業務オブジェクトの総数は、異なります。 

これ以外に、回答ドキュメントのヘッダ情報には、照会ドキュメントにおいて指定され

たコンディション情報、セレクション情報、そして集計結果情報が含まれます。次に、そ
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のプログラム例を示します。集計情報は、すでにセレクション情報内の業務プロパティに

設定済みであるために、ここでは単に、セレクション情報の内容をヘッダにコピーしてい

るだけです。ヘッダでは、同一の業務プロパティに対してコンディション情報やセレクシ

ョン情報を重複して定義する場合があるため、同一の業務プロパティ名のものが複数存在

する場合があります。 

 

PslxServer.java 

 

private void setHeaderFromConditionInfo(Header header, List<Condition> conditions) { 

 if (conditions.size() > 0) { 

  for (Constraint constraint : conditions.get(0).getConstraints()) { 

   header.getProperties().add(constraint.getProperty()); 

  } 

 } 

} 

 

private void setHeaderFromSelctionInfo(Header header, List<Selection> selections) { 

 if (selections.size() > 0) { 

  for (Property prop : selections.get(0).getProperties()) { 

   header.getProperties().add(prop); 

  } 

 } 

} 
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8. トランザクション処理 

 クライアント側の処理 

トランザクション処理とは、１つあるいは複数のトランザクションオブジェクトに分け

て送信または受信した同一のトランザクション ID をもつ業務ドキュメント群を、一連の処

理としてまとめて行うための機能です。これは、リレーショナル・データベースのトラン

ザクション処理に対応した機能であり、一連の処理に対する確定（コミット）や取消（ロ

ールバック）などの処理を実装することが可能となります。 

トランザクション処理を実行するためには、クライアントは DocumentManager がもつ

次の種類のメソッドによってトランザクションオブジェクトを生成する必要があります。

これらのメソッドによって生成されたトランザクションオブジェクトには業務ドキュメン

トを追加しないでください。 

 

種別 メソッド名 説明 

開始 start トランザクション処理を開始する 

確定 commit トランザクション処理を確定する 

取消 cancel トランザクション処理を取り消す 

プログラムは次のようになります。まず、start メソッドでトランザクション処理の開始

を宣言します。そして、以降では、そこで得られたトランザクション ID を用いて、

createTransaction メソッドを実行することで、同一のトランザクション処理として認識さ

れます。開始したトランザクション処理は、commit メソッドか、cancel メソッドが実行さ

れるまで有効となります。 

 

 

    // トランザクション処理を開始します。 

    process.start(); 

 

    Document doc = process.createDocument("Product"); 

    DomainObject obj = doc.createDomainObject(); 

    obj.set("product-id", "P001"); 

    obj.set("product-name", "製品ABC"); 

 

    // この時点で処理をコミット（確定）させます。 

    process.commit(); 
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トランザクション処理の開始を依頼するトランザクションオブジェクトと、確定または

取消を依頼するトランザクションオブジェクトを、異なる業務メッセージに設定してサー

バに送信することができます。ただし、トランザクション処理の開始は、同一トランザク

ション IDをもつ他のメッセージよりも先に業務アプリケーションに到着する必要がありま

す。また、トランザクション処理の確定または取消以降は、トランザクション処理が行わ

れません。伝送の順序を保証しない通信処理の場合には注意が必要です。 

上記のプログラムを実行すると、次のような XML が生成されます。以下では、同一の id

属性値をもつ Transaction 要素が３つ存在し、先頭の type 属性に“Start”が、最後の type

属性に“Commit”が設定されています。トランザクション処理を実行するサーバは、この

Transaction 要素にある type 属性を見て、トランザクション処理を実行します。なお、こ

の例では、トランザクションの確定（Commit）が同一の XML テキスト（メッセージ）内

に存在していますが、これらは異なるメッセージに分けて送信することも可能です。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="110" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <Transaction id="PPS001234" type="Start" /> 

    <Transaction id="PPS001234"> 

        <Document name="Product" id="217" action="Notify"> 

            <Item id="P001"> 

                <Spec type="pps:name"> 

                    <Char value="製品ABC" /> 

                </Spec> 

            </Item> 

        </Document> 

    </Transaction> 

    <Transaction id="PPS001234" type="Commit" /> 

</Message> 

 

次の例では、一回のメッセージ送信ではトランザクション処理の確定は行わずに、なん

らかの処理（送受信を含む）を行った後にあらためてトランザクションの確定をサーバに

送信しています。すでに送信処理をおこなったトランザクション処理を、引き続き継続し

て実施する場合には、トランザクション処理オブジェクトがもつ resume メソッドを利用す

るか、ドキュメントマネージャクラスがもつ resumeProcess メソッドを利用します。後者

の場合には、同一のトランザクション ID をもつ別のインスタンスを生成します。 

 

 

    TransactionProcess process = manager.createProcess(); 

    // トランザクション処理を開始します。 

    process.start(); 
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    Document doc = process.createDocument("Product"); 

    DomainObject obj = doc.createDomainObject(); 

    obj.set("product-id", "P001"); 

    obj.set("product-name", "製品ABC"); 

 

    // このメッセージの送信手順を記述します。 

    TransactionMessage message01 = process.createMessage(); 

    // ... 送信手順 

 

    // ここに確認のための処理を記述します。 

 

    // トランザクションを再開します。 

    process.resume(); 

 

    // これ以降の定義内容が次のメッセージで送信されます。 

    // ... 確認手順 

 

    // この時点で処理をコミット（確定）させます。 

    process.commit(); 

 

    // このメッセージの送信手順を記述します。 

    TransactionMessage message02 = process.createMessage(); 

    // ... 送信手順 

 

 

 サーバ側の処理 

サーバ側の処理は、すでに説明したサーバ側処理の基本形に加えて、次のように、

exitTransaction メソッド、そして checkTransaction メソッドを挿入します。また、

createProcess メソッドは、トランザクションの開始依頼が設定されている場合に、新規に

トランザクション ID を登録するとともに、開始イベントを発生させます。また、もしその

トランザクションが失敗し、内部的に取消となっている場合には、内部的にそれ以降のト

ランザクション処理をスキップさせます。続いて、checkTransaction メソッドでは、設定

されている業務ドキュメントの処理が正常に実行されたかをチェックし、もしエラーが存

在する場合には、トランザクション処理を中断するために true を返します。最後に、

exitTransaction では、トランザクションの確定または取消依頼が設定されている場合にイ

ベントを生成させます。checkTransaction においてエラーが認識された場合にも取消イベ

ントが生成されます。 

 

 

 

    // トランザクションが読み込まれた場合の処理を記述します。 

TransactionProcess process = manager.createProcess(receivedMessage); 
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if (process.getResult() != TransactionProcess.TentativeResults.Failure) { 

  for (Document document : process.getReceivedDocuments()) { 

    switch (document.getAction()) { 

    case Add: 

      serviceAdd(document); 

      break; 

    case Change: 

      serviceChange(document); 

      break; 

    case Remove: 

      serviceRemove(document); 

      break; 

    case Get: 

      serviceGet(document); 

      break; 

    case Notify: 

      serviceNotify(document); 

      break; 

    case Sync: 

      serviceSync(document, process); 

      break; 

    } 

    if (process.checkTransaction(document)) break; 

  } 

  process.exitTransaction(); 

} 

 

上記の処理によって、トランザクション処理の開始、確定、そして取消のイベントがコ

ンポーネント内部で生成されます。これらのイベントを受けるイベントリスナを設定する

には、setTransactionListener メソッドを使います。次の例では、自分のクラスに

TransactionEventListener インタフェイスを実装した上で、自分のインスタンスにイベン

トリスナを設定しています。 

 

トランザクション処理用イベントの設定 

 

    manager.setTransactionListener(this); 

 

同時に、コールバック用のメソッドを用意します。次の例では、具体的な処理の内容は

省略されています。データベースの環境等に合わせて作成してください。なお、トランザ

クション処理の ID は、TransactionProcess オブジェクトがもつ起動者名（setInitiator メ

ソッドで指定した値）と、トランザクション ID（setTransactionId メソッドで指定した値）

によってユニークとなります。また、これまでに処理をおこなった業務ドキュメントが、

getDocuments メソッドおよび getReceivedDocuments メソッドで取得することができ、



   

 

 

51/58 

Copyright © 2009 NPO 法人ものづくり APS 推進機構  2009/06/08 

確定（Commit）時および取消（Cancel）時に利用することができます。 

トランザクション処理の実行結果は、getResult メソッドで取得できます。その結果には、

Success または Failure として設定されています。また、各業務オブジェクトの

getTentativeResult メソッドで値を取得することができます。その戻り値が Failure となっ

た場合には、以降のトランザクション処理はおこなわないため、業務オブジェクトのリス

トには含まれていません。また、トランザクションオブジェクトに含まれる業務ドキュメ

ントについては、途中で Failure となった場合には、それ以降は Undefined となり、処理

が行われなかったことを意味します。 

 

 

public void transactionStart(TransactionProcess process) { 

 // トランザクション処理を開始するための処理を記述します 

} 

 

public void transactionCommit(TransactionProcess process) { 

 // トランザクションの確定処理を記述します 

} 

 

public void transactionCancel(TransactionProcess process) { 

 // トランザクションの取り消し処理を記述します 

} 
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9. 実装プロファイルの作成と照会 

 実装プロファイルの生成 

すべての業務アプリケーションは、その業務アプリケーションがもつ PSLX プラットフ

ォーム対応機能を、実装プロファイルとして宣言しなければなりません。実装プロファイ

ルに定義する内容としては、対応する業務ドキュメント名およびオプション名、そして、

各業務ドキュメントに対して対応可能なアクション種別（追加、修正、削除、照会など）、

業務プロパティ、そして公開イベントがあります。 

アクション種別としては、それぞれに対して次の項目を指定します。 

 

表 1 実装アクションの定義情報 

番号 項目名 説明 

1 アクション種別 追加、修正、削除、照会、同期、通知のいずれかを

指定します。 

2 サーバ／クライアント種別 サーバまたはクライアントのいずれかを指定しま

す。 

3 実装レベル 機能の実装レベル（１が部分実装、２がフル実装）

を指定します。 

業務プロパティの定義では、次の情報を指定してください。ただし、これらはすべて前

提となるアプリケーション・プロファイルに定義されているものとしてください。 

 

表 2 実装プロパティの定義情報 

番号 項目 説明 

1 プロパティ名 アプリケーション・プロファイルの該当する業務ドキュメ

ントに定義された業務プロパティ名 

2 表示タイトル 表示上のタイトル。ヘッダ等に利用します。 

3 必須区分 必須の場合には true を設定します。省略値は false です。 

4 標準区分 標準の属性項目の場合には true を設定します。標準の場合

には照会時に typical パラメータを設定した場合にその値

が返されます。省略値は false です。 

5 複数型区分 複数型の業務プロパティの場合は true を設定します。省略

値は false です。 
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6 説明 業務プロパティの説明やマッピング上の注意などを記述し

ます。 

 

 

 

ImplementDocument doc; 

manager.getImplement().clearDocuments(); 

 

// 業務ドキュメントの登録 

doc = manager.getImplement().addDocument("Product", null); 

 

// アクション種別の登録 

doc.addAction(Document.ActionTypes.Add, ImplementAction.RoleTypes.Server, 1); 

doc.addAction(Document.ActionTypes.Change, ImplementAction.RoleTypes.Server, 1); 

doc.addAction(Document.ActionTypes.Remove, ImplementAction.RoleTypes.Server, 1); 

doc.addAction(Document.ActionTypes.Get, ImplementAction.RoleTypes.Server, 1); 

doc.addAction(Document.ActionTypes.Notify, ImplementAction.RoleTypes.Server, 1); 

 

// 業務プロパティの登録 

doc.addProperty("product-id", "ID", true, true, false, 

 "製品IDを設定してください。"); 

doc.addProperty("product-name", "名称", true, true, true, 

 "製品名を設定してください。"); 

doc.addProperty("product-category", "製品カテゴリ", false, false, false,  

 "製品カテゴリを設定してください。"); 

doc.addProperty("product-price", "価格", false, false, false,  

 "標準価格を設定してください。"); 

 

// 以下、同様に設定します。 

 

 

 ユーザ固有プロパティの定義 

業務アプリケーションが独自に利用する業務プロパティが存在する場合に、それをロー

カルに定義することが可能です。業務アプリケーション独自で業務プロパティを設定する

場合には、実装プロパティとして宣言し、外部に対して公開する必要があります。次の例

は、addPropertyExtended メソッドによって、独自プロパティを定義しています。この場

合の設定情報は、複数型が不可であるためにその識別情報がなくなり、代わりにその実装

プロパティのデータ型情報が加わります。 

 

表 3 実装プロパティ（独自拡張）の定義情報 

番号 項目 説明 

1 プロパティ名 アプリケーション・プロファイルの該当する業務ドキュメ
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ントに定義された業務プロパティ名 

2 表示タイトル 表示上のタイトル。ヘッダ等に利用します。 

3 必須区分 必須の場合には true を設定します。省略値は false です。 

4 標準区分 標準の属性項目の場合には true を設定します。標準の場合

には照会時に typical パラメータを設定した場合にその値

が返されます。省略値は false です。 

5 データ型 プロパティがとるデータの値の型として、文字列、日時、

数値のいずれかを指定します。 

6 説明 業務プロパティの説明やマッピング上の注意などを記述し

ます。 

 

 

Profile01.java 

 

ImplementDocument doc; 

manager.getImplement().clearDocuments(); 

 

// 業務ドキュメントの登録 

doc = manager.getImplement().addDocument("Product", "General-01"); 

 

// アクション種別の登録 

doc.addAction(Document.ActionTypes.Add, ImplementAction.RoleTypes.Server, 1); 

doc.addAction(Document.ActionTypes.Change, ImplementAction.RoleTypes.Server, 1); 

doc.addAction(Document.ActionTypes.Remove, ImplementAction.RoleTypes.Server, 1); 

doc.addAction(Document.ActionTypes.Get, ImplementAction.RoleTypes.Server, 1); 

doc.addAction(Document.ActionTypes.Notify, ImplementAction.RoleTypes.Server, 1); 

 

// 業務プロパティの登録 

doc.addProperty("product-id", "ID", true, true, false, "製品IDを設定してください。"); 

doc.addProperty("product-name", "名称", true, true, true, 

 "製品名を設定してください。"); 

// ... （中略） 

 

// 業務プロパティ（拡張）の登録 

doc.addPropertyExtended("my-property", "拡張区分", false, false, 

 Property.DataTypes.Char, "拡張01を設定してください。"); 

doc.addPropertyExtended("group-name", "グループ", false, false,   

 Property.DataTypes.Char, "拡張02を設定してください。"); 

 

 

 連結（リンク）拡張プロパティの場合 

選択した業務ドキュメントには、該当する業務プロパティがない場合であっても、意味
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的に連結が可能な他の業務ドキュメントには存在する場合があります。例えば、受注オー

ダ（SalesOrder）に製品 ID があるが、その製品 ID に対応する詳細な内容は、Product と

いう業務ドキュメントに別途定義されているような場合です。このような場合には、連結

拡張プロパティとして、通常の独自の拡張とは区別して定義することができます。 

連結拡張プロパティを定義するには、まず連結先の業務ドキュメント名を指定し、その

業務ドキュメントのキー（インデックス）を保持する自身の業務ドキュメント内の業務プ

ロパティ名を指定します。そして、連結先の業務ドキュメントの業務プロパティ名を指定

します。この連結先の業務プロパティ名は、“user:”を付加した上で、自身の連結拡張プロ

パティ名となります。連結拡張プロパティを定義する場合の必要項目をまとめると次のよ

うになります。なお、データ型の定義は、連結先の業務ドキュメントですでに定義されて

いるため不要です。 

 

表 4 実装プロパティ（連結拡張）の定義情報 

番号 項目 説明 

1 プロパティ名 連結先の業務ドキュメントに定義された業務プロパティ名 

 連結先ドキュメント名 連結先の業務ドキュメント名 

 連結キー名 連結のキーとなる自身の業務プロパティ名 

2 表示タイトル 表示上のタイトル。ヘッダ等に利用します。 

3 必須区分 必須の場合には true を設定します。省略値は false です。 

4 標準区分 標準の属性項目の場合には true を設定します。標準の場合

には照会時に typical パラメータを設定した場合にその値

が返されます。省略値は false です。 

6 説明 業務プロパティの説明やマッピング上の注意などを記述し

ます。 

次に、プログラムの記述例を示します。この結果、連結情報として、XML の内容として

ImplementProperty 要素の link 属性に、業務プロパティ単位で連結先ドキュメント、連結

キーの情報が設定されます。リンク情報は、“連結キー名”＋“:”＋“連結先ドキュメント

名”として表現されます。 

 

Profile02.java 

 

// 業務プロパティ（リンク拡張）の登録 

doc.addPropertyLinked("assign-name", "ProductionProcess", "product-process-id", 

  "設備", false, false, "設備を設定してください。"); 
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 実装プロファイルの照会 

すべての業務アプリケーションプログラムは、そのプログラムが起動している間は、常

に実装プロフィルの照会に対して回答します。相手の業務アプリケーションがどのような

機能を有しているのかを知りたい場合に、次のようにして実装プロファイルを照会するこ

とができます。 

 

Profile00.java 

 

// 実装プロファイルの照会（依頼）メッセージを生成する。（クライアント側） 

TransactionMessage message = manager.createProfileMessage(Document.ActionTypes.Get); 

 

// ここに送信処理を記述します。 

 

上記のプログラムによって、次のような XML が生成され、これを相手の業務アプリケー

ションに送信します。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="122" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <ImplementProfile action="Get" /> 

</Message> 

  

 

 照会に対する回答 

PSLX プラットフォームに対応するすべての業務アプリケーションは、実装プロファイル

をテキストファイルとして提供できるか、あるいは次のプログラムを実装することで実装

プロファイルの照会に対して回答できなければなりません。 

次のプログラムでは、受け取ったメッセージ xml を解釈し、その内容が業務プロファイ

ルであり、かつ照会を依頼するものである場合に、自身の業務プロファイルを生成し返信

します。 

 

 

if (receivedMessage.getImplementObtainedAction() == Document.ActionTypes.Get) { 

 TransactionMessage message = 

manager.createProfileMessage(Document.ActionTypes.Show); 
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 // ここに応答メッセージの生成処理を記述します 

 

 return message; 

} else 

 return null; 

 

 

上記のプログラムを実行することで、次のような XML が生成されます。この内容は、本節

の最初で定義して「実装プロファイルの生成」の内容にしたがっています。実際には、該

当する業務アプリケーションが適用可能なすべての業務ドキュメントについて次のように

アクションや実装プロパティが定義されたものが提示されます。なお、実装プロファイル

には、イベント情報も定義可能ですが、これについては別の章で解説します。 

 

 

<?xml version="1.0" encoding="utf-8"?> 

<Message id="3" sender="PSLX001" xmlns="http://docs.oasis-open.org/pps/2009"> 

    <ImplementProfile id="PSLX001" action="Show"> 

        <ImplementDocument name="Product" option="General-01" 

profile="pslx-platform-1.0"> 

            <ImplementAction action="Add" role="Server" /> 

            <ImplementAction action="Change" role="Server" /> 

            <ImplementAction action="Remove" role="Server" /> 

            <ImplementAction action="Get" role="Server" /> 

            <ImplementAction action="Notify" role="Server" /> 

            <ImplementProperty name="product-id" title="ID" use="required" 

                type="typical" description="製品IDを設定してください。" /> 

            <ImplementProperty name="product-name" title="名称" multiple="unbounded" 

              use="required" type="typical" description="製品名を設定してください。" /> 

            <ImplementProperty name="my-property" title="拡張区分" extend="user" 

                dataType="char" description="拡張01を設定してください。" /> 

            <ImplementProperty name="assign-name" title="設備" extend="user"  

                link="product-process-id:ProductionProcess" dataType="char" 

                description="設備を設定してください。" /> 

        </ImplementDocument> 

    </ImplementProfile> 

</Message> 

 

 



   

 

 

58/58 

Copyright © 2009 NPO 法人ものづくり APS 推進機構  2009/06/08 

付録 サンプル実装プログラム 

PPS ドキュメントサービス Java 版のコンポーネントには、サンプルプログラムが含まれ

ています。Samples¥Java¥Pslx_ClientServer_Java にあるプログラムが、本マニュアルで

解説したクライアントサーバのサンプルプログラムです。この中には、本マニュアルで解

説した内容に合わせて、次のサンプルプログラムが用意されています。Java 環境で動作確

認することができます。これらのサンプルは、Eclipse で「インポート」することでプロジ

ェクトを取り込むことができます(他の Java 開発環境でも利用可能です)。なお本コンポー

ネントを使用するために依存するパッケージが必要です。詳しくは、本マニュアル(レベル

1 実装)の「XML メッセージ作成準備」の章をご覧ください。これらのサンプルプログラム

が実際のアプリケーションプログラムの開発にあたり、参考になれば幸いです。 

 

パッケージ名 概要 

org.pslx.Samples.Client.Level1 本マニュアル第 1 部（レベル 1 実装）で解説したサーバ

で対応する依頼メッセージを生成するサンプルプログラ

ムです。 

org.pslx.Samples.Client.Level2 本マニュアル第 2 部（レベル 2 実装）で解説したサーバ

で対応する依頼メッセージを生成するサンプルプログラ

ムです。 

org.pslx.Samples.Server 本マニュアル第 1 部および第 2 部で解説したサーバ側の

処理プログラムや単純なデータベース、PSLX サーバテ

ストプログラム(ClientServerGUI.java)が含まれていま

す 。 PSLX サ ー バ テ ス ト プ ロ グ ラ ム で は 、

org.pslx.Samples.Client.*で生成した依頼メッセージ

を、サーバで処理し、その結果を返信メッセージとして

返す動作を確認することができます。 
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